
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫
暫

朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝来来来来来来来来来来来޿
ใ

͋

͞

͝

݄̍̍
２０１３
No.１０４

November

人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来市

今
月
の
主
な
内
容

平平成２４年度決平成２４年度決算算………………………………２２

平成２４年度水道事業経営平成２４年度水道事業経営状状…………５５

朝来市議会議員選挙の結果朝来市議会議員選挙の結果…………６６

市政フラッシ市政フラッシュュ／我がまち朝来再発／我がまち朝来再発見見……１０１０

まちのわだまちのわだいい…………………………………………１２１２

情報掲示情報掲示板板………………………………………………１４１４

人いきい人いきいきき／／こんなことあったでーこんなことあったでー／／新あさご百景新あさご百景…２４…２４

おおすもうさおすもうさんん
大きくて強いね大きくて強いね!!
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広報朝朝朝来来来 ２

お知らせします平成２４年度の決算
平成２４年度の各会計決算がまとまり、９月の市議会定例会で認定されました。

市民の皆さんから納めていただいた税金や国・県からの補助金がこの１年間

どのように入り、どのように使われたのか一般会計を中心にお知らせします。

（詳しくは、市ホームページをご覧ください。）

決 潔激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激
一般会計

決 潔激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激
歳 入
２３２億円

朝来市の会計は、一般会計と１０の特別会計、企業会

計（水道事業・工業用水道事業）で構成されています。

一般会計は高齢者や子どもの福祉、小・中学校や生

涯学習の振興、道路の整備、ごみ処理など市の主な仕

事に使われる会計で、行政サービスの大部分をまか

なっています。

平成２４年度の一般会計決算額は歳入（収入）が２３１

億９,５１７万円、歳出（支出）が２２２億１,１９１万円で差引き

９億８,３２６万円の黒字決算となりました。このうち翌年

度に繰越して行う事業の財源３億５,３１７万円を差引い

た６億３,００９万円が実質的な黒字となります。

◆市民１人当たり

使ったお金 ６７１，５４２円

納めていただいた市税 １３８，３３９円

※平成２５年３月３１日現在の人口３３，０７６人で計算

１０億円のうち３.３億円は財政
調整基金へ積立て、残りは平
成２５年度へ繰り越しました。

決潔激

地方公共団体の収支不足や不
均衡を是正するために国から
交付されるお金（８０億円 ３４．３％）

地方交付税

市税

国・県支出金

その他

市民税、固定資産税、軽自動車
税など（４６億円 １９．７％）

市が行う借入金（４１億円 １７．８％）

特定の事業に対して国や県か
ら支出されるお金
（２８億円 １２．３％）

譲与税・交付金等
地方譲与税、地方消費税交付金
など国税・県税から配分される
お金（７億円 ２．９％）

各種使用料・手数料、繰越金、基
金取崩しなど
（３０億円 １３．０％）

市債

歳 出
２２２億円

高齢者・障害者福祉や子育て支援、
生活保護など（５０億円 ２２．４％）

借入金の返済（３７億円 １６．６％）

市役所の管理、地域振興、窓口業務など
（３４億円 １５．５％）

健康診査や予防接種、ごみ処理など
（３４億円 １５．１％）

学校教育、社会教育、文化振興など
（２１億円 ９．６％）

道路、街並み、市営住宅など
（２０億円 ９．０％）

農林水産業費
農林水産業の振興など（９億円 ４．２％）

消防費
消防や救急活動など（８億円 ３．６％）

商工費
観光、市内企業の振興や企業誘致など
（６億円 ２．８％）

その他
市議会運営、災害復旧など（３億円 １．２％）

民生費

公債費

総務費

教育費

衛生費

土木費

（目的別）

１０億円

市職員の給与など
（３６億円 １６．４％）

人件費

普通建設
事業費

補助費

扶助費

繰出金

借入金の返済
（３６億円 １６．３％）

各種団体への補助金など
（３４億円 １５．２％）

施設の維持管理経費など
（３３億円 １４．６％）

建物や道路の建設費など
（３２億円 １４．３％）

生活保護やこども手当、医療費助成など
（２２億円 １０．０％）

特別会計への支出
（２２億円 ９．８％）

その他
災害復旧費や積立金、貸付金など
（７億円 ３．４％）

物件費

（性質別）

公債費

■問い合わせ先

市役所財務課

☎６７２－６１１７



平平成２５年１１月平成２５年１１月号号３

※実質赤字額・連結実質赤字額が無いため「－」と表示しています。

特別会計は、一般会計とは切り離し、独立した予算で行う会計で、市で

は国民健康保険、下水道事業、介護保険など１０の特別会計を設けてい

ます。

一方、企業会計は、地方公営企業法の適用を受けるもので、特定の事

業についての収入で支出をまかなう独立採算性をとっており、水道事業

会計、工業用水道事業会計がこれにあたります。

平成２４年度の特別会計と企業会計をあわせた決算総額は、歳入（収

入）１０２億１,５９４万円、歳出（支出）１０５億２,６３６万円となり、決算収支では

水道事業会計の資本的収支、工業用水道事業会計を除いて黒字もしく

は歳入と歳出が同額となりました。

平成２４年度末の市債残高は、元

金償還（借金返済の元金）に比べ、

地方債発行額（新たに借金をした

額）が多かったため、前年度末より

８億７,７４８万円増加（２.９％増加）し、

３１１億５,６９６万円となりました。

また、市の貯金ともいえる基金の

残高は、取崩額より積立額が多

かったため、昨年度末より９億

４,７７９万円増加し、１２１億８,３０１万円

となりました。

健全化判断比率等とは、地方公共団体の財政破たんを未然に防ぐため、財政状況を把握し、悪化した団体に対

して早期に健全化を促すため、毎年度決算時に判断指標を算定することが義務付けられているもので、その結

果について市議会へ報告するとともに市民のみなさんに公表しています。

平成２４年度決算に基づく算定の結果、全ての指標で早期健全化基準を下回り、市の財政は健全性を確保でき

ていることがわかりました。また、公営企業会計の経営健全化の指標として「資金不足比率」がありますが、すべ

ての公営企業会計で健全性を確保できています。

今後も行財政改革の取組みを継続し、引き続き健全な財政運営に努めます。

財政再生基準早期健全化基準平成２３年度平成２４年度指標の名称

２０．００％１２．９４％－－実質赤字比率

３０．００％１７．９４％－－連結実質赤字比率

３５．０％２５．０％１７．０％１６．５％実質公債費比率

３５０．０％９６．０％７５．１％将来負担比率

会計の内訳
差引（決算収支）歳出決算額歳入決算額会計名

１億６，２９４万円８７億４，９６６万円８９億１，２６０万円特別会計合計

５２９万円３３１万円８６０万円住宅資金貸付事業

１億１，６５９万円３５億３１４万円３６億１，９７３万円国民健康保険

１，００５万円２，７４３万円３，７４８万円簡易水道事業

５３万円３０５万円３５８万円と畜場

１，０９６万円１，７７３万円２，８６９万円宅地開発事業

０万円１，１０６万円１，１０６万円休日診療所

８８２万円１２億７５３万円１２億１，６３５万円下水道事業

０万円３５億４，８７５万円３５億４，８７５万円介護保険

１，０６１万円４億２，４５７万円４億３，５１８万円後期高齢者医療

９万円３０９万円３１８万円財産区

△４億７，３３６万円１７億７，６７０万円１３億３３４万円企業会計合計

７，０６０万円６億５，５１４万円７億２，５７４万円水道事業（収益的収支）

△５億４，０３３万円１１億１，４２０万円５億７，３８７万円水道事業（資本的収支）

△７８万円４５１万円３７３万円工業用水道事業（収益的収支）

△２８５万円２８５万円０万円工業用水道事業（資本的収支）

△３億１，０４２万円１０５億２，６３６万円１０２億１，５９４万円合計

■基金年度末現在高の状況（一般会計）

７０億３，９６５万円財政調整基金

９，０６４万円減債基金

５０億５，２７２万円その他特定目的基金

１２１億８，３０１万円計

３６８，３３４円市民１人当たり

■市債現在高の状況（一般会計）

３０２億７，９４８万円平成２３年度末現在高

４１億１，８３０万円平成２４年度市債発行額

３２億４，０８２万円平成２４年度元金償還額

３１１億５，６９６万円平成２４年度年度末現在高

９４１，９８１円市民１人当たり

実質赤字比率
…一般会計と一部の特別会計を合わせた赤字の程度
連結実質赤字比率
…すべての会計を合わせた赤字の程度
実質公債費比率
…公債費（借入金の返済）と、これに準ずる経費の程度

将来負担比率
…企業会計・出資法人も含めた将来の支払予定額の程度
資金不足比率
…公営企業会計ごとに事業規模からみた資金不足の割合

決 潔激激激激激激激激激激激激激激激
特別会計 と 企 業 会 計

決 潔激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

決 潔激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

決 潔激激激激激激激激激激激激激激激
市債（借金）と基金（貯金）の状況

決 潔激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激
健全化判断比率

決 潔激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激
「すべての指標で財政の健全化を確保」

経営早期健全化基準平成２３年度平成２４年度指標の名称

２０．０％－－資金不足比率

◆用語解説

平成２４年度決算

※資金不足額が無いため「－」と表示しています。
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平成２５年度上半期（４月１日～９月３０日）の

市の財政状況をお知らせします財政状況を公表します
平成２５年度上半期

１歳入歳出の予算の執行状況

葛特別会計・公営企業会計 (単位：円)

支 出 割 合支 出 済 額歳 出 予 算 額収 入 割 合収 入 済 額歳 入 予 算 額会 計 名

４３.０％１,３３３,３３１３,１００,０００２５６.７％７,９５６,９６３３,１００,０００住宅資金貸付事業

５５.７％２,０６１,７２５,１６３３,７０３,０００,０００３８.７％１,４３１,７２７,３１３３,７０３,０００,０００国 民 健 康 保 険

４３.３％１２,８８８,６２１２９,８００,０００４８.８％１４,５５４,２６２２９,８００,０００簡 易 水 道 事 業

５５.７％８,４１２,３８０１５,１００,０００３.５％５３２,７６８１５,１００,０００と 畜 場

２３.４％４,８４９,６６４２０,７００,０００５２.９％１０,９５６,９００２０,７００,０００宅 地 開 発 事 業

３９.３％４,７９７,３３９１２,２００,００００.０％０１２,２００,０００休 日 診 療 所

２９.９％５３１,４８１,９４３１,７７５,８００,０００１２.７％２２５,７７６,４２７１,７７５,８００,０００下 水 道 事 業

４９.２％１,７５３,５７４,４５４３,５６６,１００,０００３８.８％１,３８５,２６７,７３２３,５６６,１００,０００介 護 保 険

３７.９％１６９,５１４,９８３４４７,６００,０００３４.５％１５４,３３９,２４０４４７,６００,０００後期高齢者医療

６.４％５６５,９５０８,８００,０００３.４％３０１,４８０８,８００,０００財 産 区

１９.６％１３５,７７０,１７４６９３,３５６,０００４３.３％３２１,３５７,６２８７４１,４７１,０００収益的
水 道 事 業

１３.６％１２３,７２５,５１７９０７,３８３,００００.０％０３３０,５４３,０００資本的

１１.５％５７５,７９８４,９９９,０００５８.９％１,６７７,７９２２,８４７,０００収益的
工業用水道事業

－－－－－－資本的

葛一般会計（歳入） (単位：円)

収入割合収入済額予算額款

５５.０％２,３２２,７１０,２８２４,２２０,９５１,０００市 税
２７.３％５７,７１４,０００２１１,７００,０００地 方 譲 与 税
４２.５％３,９９４,０００９,４００,０００利子割交付金
３１.５％３,９３４,０００１２,５００,０００配当割交付金
０.０％０２,７００,０００株式等譲渡所得割交付金
６１.９％１８１,１４４,０００２９２,８００,０００地方消費税交付金
４０.７％５,２０４,０８０１２,８００,０００ゴルフ場利用税交付金
５７.７％２７,３６３,０００４７,４００,０００自動車取得税交付金
８８.０％１２,４１３,０００１４,１００,０００地方特例交付金
７３.７％５,１９５,５５３,０００７,０５０,０００,０００地 方 交 付 税
５１.１％３,８８４,０００７,６００,０００交通安全対策特別交付金
２２.５％６５,９５９,５５１２９３,２０７,０００分担金及び負担金
５３.６％４２４,６１７,９１７７９２,２４４,０００使用料及び手数料
３０.４％４９４,７５４,９８１１,６２７,２１９,０００国 庫 支 出 金
９.８％１４１,３６３,６０７１,４４４,０５６,０００県 支 出 金
１０.０％１８,０６５,８１１１７９,８０８,０００財 産 収 入
３１.６％１３,２２２,０００４１,８６８,０００寄 附 金
２４.１％４０６,８６６,９７３１,６８９,１０４,０００繰 入 金
３２８.５％３００,０９１,９４７９１,３６０,０００繰 越 金
２０.６％１４２,９６１,０３５６９４,２８３,０００諸 収 入
０.０％０３,０８２,８００,０００市 債
４５.０％９,８２１,８１７,１８４２１,８１７,９００,０００歳 入 合 計

２基金の状況 (単位：円)

９月末残高基金名会計区分

６,９８８,５３４,１８４財 政 調 整 基 金

一 般
１１６,３９０,５９７減 債 基 金
４,４６７,７１１,１４６そ の 他 特 定 目 的 基 金
５６６,４３９,１１９土 地 開 発 基 金
２６０,４４９,５５０財 政 調 整 基 金国 保
１６４,０２９,０９２下 水 道 減 債 基 金

下 水 ２２８,５５８,２０５農業集落排水施設維持基金
３１７,２０９,６３０下 水 道 施 設 維 持 基 金
８５,９２９,０９７介護保険給付費準備基金介 護
１２３,６０１,８９２生 野 財 産 区 基 金財産区

１３,３１８,８５２,５１２合 計

３地方債の状況 (単位：円)

９月末残高会 計 名
２９,６２４,７５４,１９５一 般 会 計

６,６８３,８４８住 宅 資 金 貸 付 事 業特
別
会
計

２２８,０６５,３３１簡 易 水 道 事 業
３,９３０,２５７宅 地 開 発 事 業

８,３７１,３４６,４９５下 水 道 事 業
４,２７７,２８３,３５６水 道 事 業 会 計
４２,５１２,０６３,４８２合 計

４一時借入金の状況（平成２５年９月３０日現在）

葛一般会計（歳出） (単位：円)

支出割合支出済額予算額款

５７.１％１０３,９６９,０１８１８２,１８６,０００議 会 費

３６.１％１,５８０,６３９,７５０４,３８２,８６４,０００総 務 費

３８.２％１,８０４,４３１,７９３４,７１７,５１０,０００民 生 費

３６.０％８１１,０１３,４４１２,２５５,５９４,０００衛 生 費

５６.２％１８,４２６,１３３３２,７６３,０００労 働 費

１９.４％１９７,０２９,２８４１,０１４,８６６,０００農林水産業費

５９.２％４２９,４５９,９４５７２５,０２１,０００商 工 費

１１.３％２４４,３７８,０４２２,１７０,４１３,０００土 木 費

４５.７％３２９,４０４,５１５７２０,４５５,０００消 防 費

４１.５％８４３,８５４,０３７２,０３３,９１３,０００教 育 費

０.０％０１,０００災害復旧費

４９.４％１,７４９,４１３,２５５３,５３９,３５１,０００公 債 費

０.０％０１,０００諸 支 出 金

０.０％０４２,９６２,０００予 備 費

３７.２％８,１１２,０１９,２１３２１,８１７,９００,０００歳 出 合 計

平成２５年度の一時借入金限度額は、一般会計３０億円、
国民健康保険特別会計２億円、水道事業会計１億円と
なっていますが、各会計とも借入実績はありません。

■問い合わせ先

市役所財務課 ☎６７２－６１１７



平平成２５年１１月平成２５年１１月号号５

比 較
平成２３年度平成２４年度項 目

比 率増 減

％９８.９人△３６２人３２,４３７人３２,０７５給水人口１

％９９.９戸△１３戸１３,２６１戸１３,２４８給水戸数２

％９９.５㎥△２６,２９４㎥４,８８３,５４１㎥４,８５７,２４７年間
配水量３

％９９.７㎥△３５㎥１３,３４３㎥１３,３０８１日平均

％９９.１㎥△３６,８７２㎥４,１２０,１５２㎥４,０８３,２８０年間
有収水量

※１
４ ％９９.４㎥△７０㎥１１,２５７㎥１１,１８７１日平均

％１００.６ℓ２ℓ３４７ℓ３４９１人１日平均

％９９.６％△０.３％８４.４％８４.１有収率（有収水量／配水量）５

％１０１.７円２.７０円１５６.２３円１５８.９３供給単価 ※２６

％９６.６円△５.５６円１６１.２２円１５５.６６給水単価 ※３７

％△６５.５円８.２６円△４.９９円３.２７供給単価－給水原価８

業
務
量

人口・戸数については、平成２５年３月末現在の数値。
※１ 有収水量：配水量のうち、料金収入として有益となる水量を表す。
※２ 供給単価：有収水量１㎥当たり、どれだけの収益を得ているのかを表す。（消費税抜きの金額）
※３ 給水原価：有収水量１㎥当たり、どれだけの費用がかかっているのかを表す。（消費税抜きの金額）

財
務
状
況

金 額項 目

円１２,５５９,７４２,０３０総資産

円５４４,１１７,０８５負債

円１２,０１５,６２４,９４５資本

円０累積欠損金

金 額項 目

円６８９,２６３,２３８総収入

円６４８,２５８,６９９総費用

円４１,１０７,７９７経常利益

円４１,００４,５３９当年度純利益

貸
借
対
照
表

損
益
計
算
書

資資資産産
１１２２，５５９，７４，５５９，７４２２

負負債債・・資資本本
１１２２，５５９，７４，５５９，７４２２

固定資産固定資産 １１００，５９５，５９，５９５，５９３３

流動資産流動資産 １１，９６４，１４，９６４，１４９９

流動負流動負債債 ５４４，１１５４４，１１７７

自己資本金自己資本金 ２２，４０７，３８，４０７，３８８８

借入資本金借入資本金 ４４，３９８，３０，３９８，３０００

剰余金剰余金 ５５，２０９，９３，２０９，９３７７

収収益益
６８６８９９，２６，２６３３

費費用用・・特別損特別損失失
６４６４８８，２，２５５８８

給水収益 ６４給水収益 ６４８８，９７５，９７５

加入負担金 ６，８５加入負担金 ６，８５７７

人件費 ６人件費 ６２２，１４０，１４０

動力費 ４動力費 ４７７，９３３，９３３

その他の費用 ４その他の費用 ４２２，６１８，６１８
減価償却費 ３１減価償却費 ３１９９，５７５，５７５

その他の収益 ３その他の収益 ３３３，５３１，５３１

委託料 ３委託料 ３４４，２６８，２６８

修繕費 ４修繕費 ４００，９７９，９７９

支払利息 １０支払利息 １０００，，７４５７４５

純利益純利益 ４１，００４１，００５５

水道事業は、地方自治体が経営する企業として、地

方公営企業法に基づき、独立採算制を原則に運営して

おり、受益者負担が原則です。そのため水道事業を経

営していく経費は、利用者の皆さんからいただいた水道

料金でまかなわれています。

朝来市の水道事業を取り巻く環境は、市内全体の人

口の減少に伴う給水人口の減少、節水型機器類の普及、

節水の浸透などによって水需要が伸び悩んでおり、料金

収入の増加は期待できない状況となっています。

経
営
状
況

平成２４年度朝来市水道事業経営状況
このようななか、平成２４年度決算は、昨年度に比べ

収益が２６５万６千円増加し、費用が２,７８５万円減少し

たため、４,１００万５千円の純利益を計上することができ

ました。供給単価から給水原価を差引く損益は、供給単

価が給水原価を３円２７銭上回る結果となりました。

「安全でおいしい水を安定的に供給する」「安価な水を

供給する」ことを朝来市水道事業の目標とし、今後も、

水源の確保、新水源に伴う浄水場の整備、老朽化した

施設の更新等を計画的に進めていきます。

■問い合わせ先

市役所上水道 ☎６７６－２０８１

（※消費税抜き・単位：千円）
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（写真）農業研修センターでの市議会議員選挙の開票作業
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朝来市議会議員選挙結果 （敬称略・得票順）

得票数所属等住所年齢氏名

１，４０１新公明党生野町口銀谷５２上 田 幸 広当

１，２８９新無所属和田山町岡６５森 下 恒 夫当

１，２８８新無所属岩津４１嵯 峨 山 博当

１，０７７現無所属和田山町竹ノ内３７田 俊 平当

１，０６７現無所属生野町口銀谷７０能見 勇八郎当

１，０２４現無所属山東町溝黒５８木 村 圭 介当

９９５現無所属和田山町栄町５８太 田 則 之当

９７３現無所属生野町真弓６０渕 本 稔当

９０９新無所属澤５８川 井 康 充当

９００現無所属山東町滝田６５波 多 野 優当

８００現無所属和田山町枚田岡６６山 本 正 之当

７９５現無所属澤６９丸 尾 行 子当

７７８新無所属和田山町和田山７０小 出 信 篤当

７６６現日本共産党和田山町玉置５６鈴 木 逸 朗当

７６１現無所属羽渕６４村 田 公 夫当

７０７．７４６現無所属和田山町林垣６３日 下 茂当

６９８新無所属山東町喜多垣３４西 本 英 輔当

６９８現日本共産党和田山町寺谷５８岡 田 和 之当

６８８現無所属新井６３大 田 垣

５８２新無所属山東町矢名瀬町６７水 谷 明

３４１．２５３新無所属和田山町和田山５９日 下 博 勝

合計女男

２６，７９０人１４，１９０人１２，６００人当日有権者数

１８，７８８人１０，０６７人８，７２１人投票者数

７０．１３％７０．９４％６９．２１％投票率

【開票結果】

１８，７８８票投票総数

１８，５３７．９９９票有効投票

２５０票無効投票

０．００１票按分切捨票

０票持ち帰りその他
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行
政
区
・
溝
黒
区

当
選
回
数
・
３
回

党
派
・
無
所
属

木
村

圭
介

（
き
む
ら
け
い
す
け
）

行
政
区
・
竹
ノ
内
区

当
選
回
数
・
２
回

党
派
・
無
所
属

吉
田

俊
平

（
よ
し
だ
し
ゅ
ん
ぺ
い
）

行
政
区
・
生
野
２
区

当
選
回
数
・
１
回

党
派
・
公
明
党

上
田

幸
広

（
う
え
だ
ゆ
き
ひ
ろ
）

行
政
区
・
澤
区

当
選
回
数
・
１
回

党
派
・
無
所
属

川
井

康
充

（
か
わ
い
や
す
み
つ
）

行
政
区
・
岡
区

当
選
回
数
・
１
回

党
派
・
無
所
属

森
下

恒
夫

（
も
り
し
た
つ
ね
お
）

行
政
区
・
羽
渕
区

当
選
回
数
・
３
回

党
派
・
無
所
属

村
田

公
夫

（
む
ら
た
き
み
お
）

行
政
区
・
滝
田
区

当
選
回
数
・
３
回

党
派
・
無
所
属

波
多
野

優

（
は
た
の
ま
さ
る
）

行
政
区
・
林
垣
区

当
選
回
数
・
２
回

党
派
・
無
所
属

日
下

茂

（
く
さ
か
し
げ
る
）

行
政
区
・
玉
置
区

当
選
回
数
・
３
回

党
派
・
日
本
共
産
党

鈴
木

逸
朗

（
す
ず
き
い
つ
ろ
う
）

行
政
区
・
枚
田
岡
区

当
選
回
数
・
３
回

党
派
・
無
所
属

山
本

正
之

（
や
ま
も
と
ま
さ
ゆ
き
）

行
政
区
・
和
田
山
京
口
区

当
選
回
数
・
１
回

党
派
・
無
所
属

小
出

信
篤

（
こ
い
で
の
ぶ
あ
つ
）

行
政
区
・
上
岩
津
区

当
選
回
数
・
１
回

党
派
・
無
所
属

嵯
峨
山

博

（
さ
が
や
ま
ひ
ろ
し
）

行
政
区
・
澤
区

当
選
回
数
・
３
回

党
派
・
無
所
属

丸
尾

行
子

（
ま
る
お
ゆ
き
こ
）

行
政
区
・
南
真
弓
区

当
選
回
数
・
３
回

党
派
・
無
所
属

渕
本

稔

（
ふ
ち
も
と
み
の
る
）

行
政
区
・
生
野
３
区

当
選
回
数
・
３
回

党
派
・
無
所
属

能
見

勇
八
郎

（
の
う
み
ゆ
う
は
ち
ろ
う
）

行
政
区
・
喜
多
垣
区

当
選
回
数
・
１
回

党
派
・
無
所
属

西
本

英
輔

（
に
し
も
と
え
い
す
け
）

行
政
区
・
栄
町
区

当
選
回
数
・
３
回

党
派
・
無
所
属

太
田

則
之

（
お
お
た
の
り
ゆ
き
）

行
政
区
・
駅
前
区

当
選
回
数
・
３
回

党
派
・
日
本
共
産
党

岡
田

和
之

（
お
か
だ
か
ず
ゆ
き
）

（当選回数には在任特例期間を含みません、敬称略、五十音順）
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

９
月

日
か
ら

日
に
か
け
て
の
台
風
第

号
に
よ
る
豪
雨
で
被
害

１５

１６

１８

を
受
け
た
京
都
府
福
知
山
市
へ
、

月
８
日
、
朝
来
市
連
合
区
長
会
か

１０

ら
の
義
援
金
１
６
１
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

贈
呈
は
、
福
知
山
市
役
所
で
行
わ
れ
、
連
合
区
長
会
の
岩
村
年
隆
会

長
（
上
ゲ
町
区
）か
ら
、
福
知
山
市
の
松
山
正
治
市
長
へ
義
援
金
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
朝
来
市
か
ら
の
見
舞
金

万
円
、
市
議
会
か
ら
の
義
援
金
５

１０

万
円
も
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

朝
来
市
は
、
今
年
２
月
に
福
知
山
市
と
災
害
時
応
援
協
定
を
結
ん

で
お
り
、
福
知
山
市
の
被
災
地
域
へ
の
、
給
水
支
援
、
家
屋
の
被
害
調
査
、

が
れ
き
や
ご
み
処
理
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

竹田秋祭り
（１０月１２・１３日）

粟鹿神社例大祭「瓶子
へ い じ

渡」
わたし

（１０月１７日）

朝朝
来
市
の
秋
祭

朝
来
市
の
秋
祭
りり

月
３
日
、
宮
城
県
山
元
町
の
齋
藤
俊
夫
町
長
が
、
朝
来

１０
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

平
成

年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
関
西
広
域
連
合
を
通

２３

じ
兵
庫
県
は
宮
城
県
を
支
援
。
そ
の
な
か
で
、
朝
来
市
消
防

本
部
が
、
山
元
町
を
拠
点
に
活
動
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

後
も
朝
来
市
か
ら
山
元
町
に
対
し
て
、
物
資
の
支
援
や
、
市

職
員
の
派
遣
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
朝
来
市
か
ら
山
元
町
へ
、
延
べ
で
１
千
人
を
超

え
る
職
員
を
派
遣
し
、
現
在
も
職
員
１
人
の
派
遣
を
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

月
に
は
、
山
元
町
と
、
同
町
に
隣

１１

接
す
る
角
田
市
と
の
３
市
町
で
大
規
模
災
害
時
の
相
互
応
援

協
定
を
結
ぶ
な
ど
関
係
を
強
め
て
い
ま
す
。

朝
来
市
役
所
を
訪
れ
た
齋
藤
町
長
は
、
ま
ず
は
多
次
市

長
ら
と
面
談
、
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
復
興
の
状
況
、
今

後
の
課
題
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
集
ま
っ
た
職
員
ら
を
前
に
「
震
災
の
直
後
か
ら
の

多
大
な
支
援
に
感
謝
し
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
の
ご
支
援

と
と
も
に
、
こ
の
縁
を
大
切
に
絆
を
深
め
る
交
流
を
お
願
い
し

た
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

「
支
援
に
感
謝
」宮
城
県
山
元
町
長
が
朝
来
市
を
訪
問

訪
れ
た
山
元
町
の
齋
藤
町
長（
右
）と

握
手
す
る
多
次
市
長

福
知
山
市
へ
義
援
金

朝
来
市
連
合
区
長
会
か
ら

福知山市の松山市長（右）へ岩村会長から義援金が手渡されました

月月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
市

月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
市
内内

１０１０各
地
で
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

各
地
で
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。。

羽渕獅子舞（１０月１３日）
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
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■竹田城跡へ登城の際は観覧料が必要です

市は、１０月１日午前３時から竹田城跡へ登城の際１人

３００円（高校生以上）の観覧料をいただいています。

近年の竹田城跡の人気の高まりにともない、史跡保全、道

路整備、交通整理、トイレなどの周辺施設の整備や維持管理

などの一部に必要な経費にあてることにしています。

皆さんのご理解をよろしくお願いします。

観覧料

大人（高校生以上）・３００円 中学生以下・無料

年間パスポート（記名人のみ有効）・１,０００円

徴収期間（時間）

３月２０日～９月２０日・午前９時～午後４時

９月２１日～１２月１０日・午前３時～午後４時

問い合わせ先 市役所竹田城課 ☎６７２－６１４１

■竹田城跡登山道夜間通行止めのお知らせ
（山城の郷～南登山道出口）

深夜の時間帯から駐車場が満車になり、周辺道路への路

上駐車の影響で通行が困難な状態になるため、竹田城跡登

山道で土日祝日の前日夜から当日朝にかけての夜間通行止

めを行っています。

実 施 時 期 １０月１８日（金）から当分の間

（土日祝日の前日夜から当日朝にかけて）

実施時間帯 午後６時～翌朝午前８時

※実施方法などの詳細は市ホームページ等で確認ください

問い合わせ先 市役所竹田城課 ☎６７２－６１４１

■平日も公共交通機関で竹田城跡へ

１０月２１日から、平日の「特急はまかぜ」の臨時停車と「天

空バス」の運行が開始されました。

これまで、土日祝日に臨時停車・バス運行を行っていまし

たが、利用者が多く好評だったこと、また、秋の観光シーズ

ンにさらなる観光客の増加が見込まれることから実施されるこ

とになったものです。

当日は、ＪＲ竹田駅で、大阪からの「はまかぜ１号」の到

着にあわせ、ＪＲ西日本、全但バスの社員、朝来市職員ら

が観光客を出迎え、待ち時間も少なく混雑緩和にも効果が

期待される公共交通機関を利用しての竹田城跡観光を呼び

かけました。

なお、臨時停車とバス運行は１２月１日までの毎日を予定

しています。

問い合わせ先

市役所竹田城課 ☎６７２－６１４１

全但バス営業部 ☎６６２－２１３３

ＪＲ西日本福知山支社営業課 ☎０７７３－２３－８６１２

立
脇
獅
子
舞
（

月

日
）

１０

１３

宮神楽（１０月２０日）

生野秋祭り（１０月１３日）

姫宮神社「巫女舞」（１０月１３日）

和
田
山
秋
祭
り（

月

日
）

１０

１３



平
成

年
９
月
６
日
に
開
催
さ

２５

れ
た
朝
来
市
文
化
財
保
護
審
議
会

に
お
い
て
、２
件
の
案
件
が
朝
来
市

の
指
定
文
化
財
と
し
て
適
当
で
あ

る
も
の
と
し
て
教
育
委
員
会
に
答

申
さ
れ
ま
し
た
。前
回
は
そ
の
う
ち

「
法
宝
寺
の
ク
ス
ノ
キ
」に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
が
、今
回
は
同
じ
く
法

宝
寺
の
金
剛
力
士
立
像
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

阿
吽（
あ
う
ん
）の
呼
吸
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、「
二
人
以
上

の
人
が
何
か
を
す
る
と
き
の
微
妙
な

気
持
ち
や
調
子
、そ
れ
が
ぴ
た
り
と

あ
う
こ
と（『
故
事
こ
と
わ
ざ
辞

典
』）」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。し
か

し
本
来
、阿
吽
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
の
最
初
と
最
後
の
発
音
を
あ

わ
せ
た
と
こ
ろ
か
ら
発
生
し
た
と
さ

れ
、こ
れ
を
仏
教
で
は
物
事
の
始
め

と
終
わ
り
、い
わ
ゆ
る
す
べ
て
の
物

事
を
象
徴
的
に
あ
ら
わ
す
言
葉
と

考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

寺
院
で
は
、
山
門
に
阿
吽
一
対
の

金
剛
力
士
像
（
仁
王
像
と
も
呼
ば

れ
ま
す
）が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
金
剛
力
士
像
は
一

般
に
憤
怒
の
形
相
を
表
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
境
内
に
魔
物
が
侵

入
す
る
の
を
防
ぐ
役
割
を
持
っ
て
い

る
こ
と
と
あ
わ
せ
、信
仰
の
場
と
し

て
の
寺
院
の
、神
聖
で
特
別
な
空
間

を
守
る
役
割
を
持
た
せ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、今
回
紹
介
す
る
金
剛

力
士
立
像
が
存
在
す
る
法
宝
寺
は
、

も
と
も
と
天
平

年（
７
４
８
）２

２１

月
の
創
始
で
行
基
の
開
基
と
伝
わ

る
室
尾
寺
で
、
古
代
か
ら
中
世
に
は
、

か
な
り
規
模
の
大
き
な
山
岳
寺
院

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。昭
和

年
に

１１

現
在
の
場
所
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

金
剛
力
士
立
像
の
安
置
さ
れ
る
仁

王
門
の
建
築
年
は
不
明
で
す
が
、法

宝
寺
に
残
る
棟
札
に
は
、
岡
田
坂
の

頂
上
に
あ
っ
た
仁
王
門
を
、元
文
３

年（
１
７
３
８
）室
尾
と
寺
道
の
間

に
再
築
し
、古
き
仁
王
尊
を
安
置

し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、ま
た
安
永
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「「法宝寺の金剛力士立像「法宝寺の金剛力士立像」」

第72回

市
は
、９
月

日
、さ
ん
と
う
緑
風

２８

ホ
ー
ル
で「
朝
来
市
地
域
自
治
協
議

会
防
災
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、地
域
防
災
力
の
向

上
を
目
ざ
し
、地
域
内
で
の
危
険
個
所

や
避
難
時
の
要
援
護
者
の
把
握

な
ど
、情
報
の
共
通
化
の
重
要
性

を
認
識
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

地
域
自
治
協
議
会
の
役
員
、防

災
に
関
す
る
部
会
の
関
係
者
な

ど
約
１
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。

研
修
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う

ご
地
域
防
災
サ
ポ
ー
ト
隊
の
皆

さ
ん
を
講
師
に
、情
報
共
有
に
有

効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
災
害
図
上

訓
練
に
よ
る
防
災
マ
ッ
プ
の
制
作
を
中

心
に
行
わ
れ
、参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

話
し
合
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

の
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

真剣な表情で取り組む参加者

ỽ
ϓ
ͮ
͘
り
を
௨
͡
て
๷
ࡂ
৘
ใ
の
ڞ
༗
を
ਤ
Δ

マママ市
地
域
安
全
推
進
協
議
会
、市
交

通
安
全
対
策
協
議
会
は
、朝
来
警
察

署
と
合
同
で
、

月
９
日
、生
野
マ
イ

１０

ン
ホ
ー
ル
で「
朝
来
市
民
の
つ
ど
い
」を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、犯
罪
や
交
通
事
故
の

な
い
朝
来
市
の
実
現
を
目
的
に
、毎
年

こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
ま
す
。当
日
は
、

兵
庫
県
警
察
本
部
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、交
通
安
全
や

地
域
防
犯
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
へ

の
表
彰
、地
域
安
全
宣
言
・
交
通
安
全

宣
言
の
発
表
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、暴
力
団
に
よ
る
不
当
要
求
や

悪
徳
商
法
な
ど
の
事
例
や
対
処
方
法

に
つ
い
て
講
演
や
寸
劇
な
ど
も
あ
り
、

集
ま
っ
た
約
１
６
０
人
の
皆
さ
ん
は
、

熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

大会宣言の発表

ࡑ
΍
ަ
௨
事
ނ
の
ͳ
い
໌
Δ
い
朝
来
市
を
໨
͟
し
て

犯犯犯
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８
年（
１
７
７
９
）に
は
門
を
修
復

し
、再
興
の
尊
像
を
安
置
し
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、こ

の
金
剛
力
士
立
像
は
山
岳
寺
院
で

あ
る
室
尾
寺
の
時
代
か
ら
修
復
を

繰
り
返
し
、今
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

法
宝
寺
の
金
剛
力
士
立
像
は
ヒ

ノ
キ
の
寄
木
造
で
、右
に
阿
形
の
那

羅
延
金
剛（
な
ら
え
ん
こ
ん
ご
う
）

と
左
に
吽
形
の
密
迹
金
剛（
み
っ

し
ゃ
こ
ん
ご
う
）の
一
対
。眼
は
玉
眼

（
水
晶
）を
入
れ
、身
部
に
は
ベ
ン
ガ

ラ
の
朱
を
塗
っ
て
彩
色
し
て
い
ま
す
。

口
を
開
け
た
阿
形
は
右
手
を
下
げ

て
五
指
を
下
に
向
け
て
広
げ
、左
手

は
曲
げ
て
独
鈷
杵（
ど
っ
こ
し
ょ
）を

持
っ
て
い
ま
す
。口
を
閉
じ
た
吽
形

は
、右
手
を
下
げ
て
五
指
を
下
げ
て

広
げ
、左
手
は
曲
げ
て
拳
を
握
っ
て

い
ま
す
。

玉
眼
、
天
衣
、
足
先
等
に
後
の
改

変
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、顔
の
表

情
や
体
部
の
量
感
ま
た
筋
肉
表
現

な
ど
か
ら
、鎌
倉
時
代
中
期
か
ら

後
期
に
か
け
て
の
作
品
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

但
馬
の
同
様
の
も
の
と
し
て
、

温
泉
寺（
豊
岡
市
）や
今
滝
寺

（
養
父
市
）の
作
例
が
あ
り
ま
す

が
、い
ず
れ
も
県
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
お
り
、ほ
ぼ
同
時
期
の
作

例
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

※
前
号
の
訂
正

第

回「
法
宝

７１

寺
の
ク
ス
ノ
キ
」で
掲
載
し
た
小

山
弥
兵
衛
は
東
河
庄
野
村
の

「
庄
屋
」で
は
な
く
、「
年
寄
」の

誤
り
で
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

わ
だ
や
ま
国
際
文
化
交
流
協
会
は
、

平
成
元
年
か
ら「
中
国
へ
正
し
い
日
本

語
を
贈
る
運
動
」の
ひ
と
つ
と
し
て
、中

国
・
内
蒙
古
自
治
区
か
ら
日
本
語
研

修
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、今
年
も
１０

月
６
日
か
ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。

今
回
、訪
れ
た
の
は
、呼
和
浩
特
民

フ

フ

ホ

ト

族
学
院
の
日
本
語
教
師

包
金

さ
ん

ホ

ウ

キ

ン

ラ

ン

と
、同
校
で
日
本
語
を
学
ぶ
呼
斯

さ

フ

ス

リ

ん
、

文
健
さ
ん
の
３
人
。
包
金

さ

チ
ョ
ウ
ウ
ェ
ン
ジ
ェ
ン

ん
は

月

日
ま
で
、呼
斯

さ
ん
と

１０

１６

文
健
さ
ん
は

月
３
日
ま
で
、そ
れ

１１

ぞ
れ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、市

内
小
中
学
校
や
姫
路
獨
協
大
学
で
日

本
語
の
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま

た
、各
小
学
校
で
は
、子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ࠃ
ɾ
内
໤
ݹ
か
ら
日
本
ޠ
ݚ
म
ੜ

Θ
ͩ
΍
ま
ࠃ
ࡍ
จ
Խ
ަ
ྲྀ
ڠ
会

中中中朝
来
市
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基

盤
活
用
検
討
委
員
会
が
、７
月
か
ら
３

回
に
わ
た
り
議
論
し
た
結
果
が
ま
と
め
ら

れ
、

月

日
、提
言
書
が
、井
上
あ
い

１０

２１

子
委
員
長
、藤
岡
法
之
副
委
員
長
か
ら
、

多
次
市
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、市
が
進
め
る
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
整
備
を
受
け
、そ
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

提
言
書
で
は
、無
線
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
接
続
場
所
を
つ
く
り
観
光
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
、ネ
ッ
ト
を
経
由
し
無
料
で

通
話
で
き
る
ソ
フ
ト
の
有
効
活
用
、企
業

や
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
情
報
発
信
を

促
す
た
め
の
中
間
支
援
組
織
づ
く
り
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、提
言
を
受
け
来
年
度
以
降

の
事
業
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。井上委員長（左）、藤岡副委員長（中央）から提言書を受け取る多次市長

ϑ
Ỹ
Π
ό
ồ
に
Α
Δ
௨
৴
໢
の
༗
ޮ
׆
༻
ࡦ
を
ఏ
ݴ

光光光

那
羅
延
金
剛（
な
ら
え
ん
こ
ん
ご
う
）

密
迹
金
剛（
み
っ
し
ゃ
こ
ん
ご
う
）
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月
１
日
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
画
作
家

１０
の
衣
川
義
紘
さ
ん
が
竹
田
城
跡
を
題

材
に
し
た
絵
を
朝
来
市
に
寄
贈
し
、

多
次
市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。衣

川
さ
ん
は
、養
父
市
大
屋
町
出

身
で
現
在
は
大
阪
市
に
お
住
ま
い
。

年
前
か
ら
独
学
で
ボ
ー
ル
ペ
ン
画

１０を
描
き
続
け
て
い
ま
す
。主
に
建
物

や
風
景
な
ど
を
題
材
に
、極
細
の
水

性
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使
っ
て
描
か
れ
た

作
品
は
緻
密
で
立
体
感
が
あ
り
ま
す
。

ち

み

つ

竹
田
城
跡
を
描
い
た
作
品
は
、幅

約
１
㍍
の
大
作
で
、雲
海
の
城
跡
が
見

事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、作

緻緻
密
な
ボ
ー
ル
ペ
ン
画
で
描
か
れ
た
竹
田
城

緻
密
な
ボ
ー
ル
ペ
ン
画
で
描
か
れ
た
竹
田
城
跡跡

作品を手する多次市長（左）と衣川さん

品
は
、
あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
に

収
蔵
し
て
い
ま
す
。

竹竹
田
城
跡
が
切
手
に
な
り
ま
し

竹
田
城
跡
が
切
手
に
な
り
ま
し
たた

記念のフレームを手にする鵤さん（中央）多次市長（中央右）と、日本郵便安村支社長（右）

月
１
日
、竹
田
城
跡
オ
リ
ジ
ナ
ル

１０
フ
レ
ー
ム
切
手
販
売
の
開
始
に
あ
わ
せ
、

日
本
郵
便
近
畿
支
社
安
村
幸
夫
支
社

長
か
ら
、多
次
市
長
と
切
手
に
使
用
す

る
写
真
を
提
供
し
た
鵤
幹
さ
ん（
竹
田

中
町
）へ
の
、記
念
フ
レ
ー
ム
の
贈
呈
式
が

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
レ
ー
ム
切
手
は
、雲
海
の
竹
田
城

跡
の
写
真
を
メ
イ
ン
に
、四
季
折
々
の

竹
田
城
跡
の
風
景
写
真
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た

円
切
手

枚
で
構
成
さ
れ
て

８０

１０

い
ま
す
。１
シ
ー
ト
１
千
２
０
０
円
で
、

但
馬
地
域
の
郵
便
局
な
ど
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

広報朝朝朝来来来 12

月

、

日
の
両
日
、和
田
山
中

１０

１９

２０

央
文
化
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に「
但

馬
・
食
文
化
ま
つ
り
２
０
１
３
」が
開

生
野
鉱
山
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
昭

和
の
時
代
を
再
現
し
た「
銀
谷
ま
つ

り
」が
、９
月

日
、生
野
町
口
銀
谷

２９

地
域
で
開
催
さ
れ
、約
１
万
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
の
鍛
冶
屋
町
通
り
の

周
辺
で
は
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り

や
大
道
芸
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、

昭
和
時
代
の
レ
コ
ー
ド
や
雑
誌
、新

聞
、写
真
や
資
料
の
展
示
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、今
年
は
、朝
来
市
出
身
の
児

童
文
学
作
家
、森
は
な
さ
ん
の
代
表

作「
じ
ろ
は
っ
た
ん
」の
紙
芝
居
も
演

海海
の
幸
・
山
の
幸
大
集
合
「
但
馬
・
食
文
化
ま
つ
り
２
０
１
３

海
の
幸
・
山
の
幸
大
集
合
「
但
馬
・
食
文
化
ま
つ
り
２
０
１
３
」」

よ
み
が
え
る
鉱
山
町
の
に
ぎ
わ
い「
銀
谷
ま
つ
り

よ
み
が
え
る
鉱
山
町
の
に
ぎ
わ
い「
銀
谷
ま
つ
り
」」

懐かしい昭和が再現されました

目の前でさばかれる壱岐のマグロ

催
さ
れ
、２
日
間
で
約
２
万
９
千
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

但
馬
各
市
町
を
中
心
に

を
超
え

６０

る
団
体
が
参
加
、但
馬
牛
を
は
じ
め
地

域
の
農
産
物
、郷
土
料
理
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
特
産
品
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
も
朝
来
市
が
交
流
を

続
け
て
い
る
長
崎
県
壱
岐
市
か
ら
の

出
店
が
あ
り
、玄
界
灘
の
海
産
物
や

焼
酎
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、重
さ

約
１
０
０
㌔
の
マ
グ
ロ
の
解
体
と
マ
グ
ロ

ス
テ
ー
キ
の
販
売
も
行
わ
れ
、こ
ち
ら
も

大
人
気
で
し
た
。な
お
、マ
グ
ロ
ス
テ
ー

キ
の
売
上
金
は
全
額
、東
日
本
大
震
災

の
義
援
金
に
あ
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

じ
ら
れ
、こ
ち
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
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売
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

月
６
日
、あ
さ
ご
芸
術
の
森
美

１０
術
館
で「
芸
術
村
と
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト

あ
さ
ご
」が
開
か
れ
ま
し

in

た
。気

軽
に
芸
術
に
親
し
め
る
機
会
に

な
れ
ば
と
、毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ

れ
て
い
る
こ
の
催
し
。今
年
も
美
術
館

が
無
料
開
放
さ
れ
た
ほ
か
、芸
術
村

で
の“
ろ
く
ろ
”を
使
っ
て
の
陶
芸
や
、

ガ
ラ
ス
コ
ッ
プ
を
削
っ
て
絵
を
描
く
ガ

ラ
ス
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
体
験
、
日

用
品
や
衣
類
、手
作
り
の
雑
貨
な
ど

を
取
り
扱
っ
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
の
演
奏
、
あ
さ
ご
鍋
の

提
供
、タ
イ
焼
き
や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
販

芸芸
術
の
秋
・
本
番
「
芸
術
村
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

芸
術
の
秋
・
本
番
「
芸
術
村
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」」

芸術に親しむ１日となりました

月
８
日
、あ
さ
ご
日
本
語
教
室

１０
の「
日
本
語
発
表
会
２
０
１
３
」が
、

山
東
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

あ
さ
ご
日
本
語
教
室
で
は
、市
内

に
お
住
ま
い
の
外
国
人
の
皆
さ
ん
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
を
受
け
、日

本
語
の
学
習
を
続
け
て
い
ま
す
。日

本
語
発
表
会
は
、
そ
の
成
果
を
披
露

す
る
場
と
し
て
２
年
前
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
は

人
が
参
加
し
、日
本
で

１８

の
生
活
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
、

思
い
思
い
の
テ
ー
マ
を
数
分
に
ま
と

め
て
発
表
し
ま
し
た
。

日日
本
語
学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

日
本
語
学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
たた

さまざまなテーマで発表が行われました

日
本
語
研
修
生
ら
が
参
加
し
、神
戸

市
灘
区
の
ア
ト
リ
エ
で
壁
画
制
作
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、市
と
宮
内
の
版
画
工

房W
E
R
K
-

ヴ

ェ

ル

ク

ST
A
T
T

Ｎ

シ

ュ

タ

ッ

ト

組
が
企
画
・
実
施
し
た

も
の
。参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、ア
ト
リ
エ

内
の
幅
数

㍍

も
の
真
っ

白
い
壁
や
天
井
に
、コ

ウ
ノ
ト
リ
や
竜
を
は
じ

め
、花
々
や
風
景
、動
物

な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
絵

の
具
を
使
い
思
い
っ
き

り
描
き
ま
し
た
。

９
月

日
、道
の
駅

但
馬
の
ま
ほ
ろ

２９

ば
で「
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ

ス
タ
４
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、但
馬
の
入
り
口
に
位

置
し
観
光
の
拠
点
で
あ
る
、道
の
駅

但

馬
の
ま
ほ
ろ
ば
を
会
場
に
、地
域
の
魅

力
を
発
信
し
よ
う
と
毎
年
こ
の
時
期
に

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、今
年
で
４
回

目
を
迎
え
ま
す
。

当
日
は
、但
馬
地
方
を
中
心
と
し
た

グ
ル
メ
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
名
店

店
４３

が
出
店
し
た
ほ
か
、朝
来
市
の「
ち
ゃ
す

り
ん
」兵
庫
県
の「
は
ば
タ
ン
」な
ど
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、但
馬
に
あ
る
３
つ
の“
レ

ン
ジ
ャ
ー
部
隊
”も
出
演
す
る
な
ど
、多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
、観
光
客

な
ど
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

地地
域
の
食
を
ア
ピ
ー
ル
「
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
４

地
域
の
食
を
ア
ピ
ー
ル
「
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
４
」」

真真
っ
白
な
壁
を
キ
ャ
ン
パ
ス

真
っ
白
な
壁
を
キ
ャ
ン
パ
ス
にに

名店のグルメは大人気でした

「
親
子
で
ラ
ク
ガ
キ
ア
ー
ト
を
神
戸

に
届
け
よ
う
！
」を
テ
ー
マ
に
、

月
１０

１２

日
、大
蔵
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
そ

の
保
護
者
や
、中
国
・
内
蒙
古
か
ら
の

のびのびと描きました

平成２５年１１月平成２５年１１月号号13
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９
月
１
日
付
け
で
、
民

生
・
児
童
協
力
委
員
が
交

代
さ
れ
ま
し
た
。

▽
竹
田
上
町
区

新

平
位
早
苗
さ
ん

旧

欠
員

▽
任
期

平
成

年

月

２５

１１

日
ま
で

３０
▽
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
社
会
福
祉
課

☎
６
７
２－

６
１
２
３

母
子
家
庭
等
の
た
め
の

法
律
相
談
（
無
料
）
を
行

い
ま
す
。

▽
相
談
日

月
６
日

１２

（金）

▽
会
場

豊
岡
市
福
祉
事
務
所

▽
対
象

母
子
家
庭
の
母
、

父
子
家
庭
の
父
、寡
婦
お

よ
び
そ
れ
ら
に
準
じ
る
人

▽
担
当

松
重
君
予
弁
護

士
（
兵
庫
県
母
子
専
門

相
談
員
）

▽
申
込
み

月

日

１１

１９

（火）

ま
で
に
社
会
福
祉
課
へ
電

話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
に
つ
い
て

事
前
に
聴
取
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
社
会
福
祉
課

（
母
子
自
立
支
援
員
）

☎
６
７
２－

６
１
２
３

夫
、パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ

い
て
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週

間
と
し
て
、
夜
間
・
土
日
の

電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

▽
相
談
日
時

月

日

～

日

、

１１

１８

（月）

２２

（金）

午
前
８
時

分
～
午
後

３０

７
時月

日

・

日

、

１１

２３

（土）

２４

（日）

午
前

時
～
午
後
５
時

１０

▽
電
話
番
号

☎
０
５
７
０－

０
７
０－

８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽
担
当

人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

▽
問
い
合
わ
せ
先

神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
７
８－

３
９
２－

１
８
２
１

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う

ご
被

害

者

支

援

セ
ン

タ
ー
」
は
、
被
害
者
支
援

に
関
す
る
専
門
的
な
知
識

を
学
ん
だ
支
援
員
が
、
電

話
相
談
や
面
接
相
談
、
付

添
い
支
援
や
裁
判
の
代
理

傍
聴
な
ど
被
害
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
支
援
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
団
体

で
す
。

▽
電
話
相
談

☎
０
７
８－

３
６
７－
７
８
３
３

火
・
水
・
金
・
土
（
祝
日

を
除
く
）
午
前

時
～

１０

午
後
４
時

▽
面
接
相
談

法
律
相
談
・
弁
護
士
に

よ
る
法
律
相
談

心
理
相
談
・
臨
床
心
理

士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
※
面
接
相
談
に
つ
い
て
は
、

電
話
相
談
に
よ
る
事
前

予
約
が
必
要

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.su
p
p
o
rt

h
y
o
g
o
.o
rg
/

平
時
か
ら
、
家
庭
や
地

域
な
ど
で
防
災
・
減
災
の

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５ 情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

民
生
・
児
童
協
力
委
員
の
交
代

《国民健康保険被保険者証の更新の《国民健康保険被保険者証の更新のおお知らせ知らせ》》

第第88第88回回

保険証（国民健康保険被保険者証）の有効期限は１１月３０日
です。新しい保険証は１１月下旬に特定記録郵便でお届けします。
なお、国民健康保険税に未納がある場合には、有効期限

が短い「短期被保険者証」や医療機関では一旦全額負担と
なる「資格証明書」が発行となる場合があります。納め忘れ
がある人は早めに納付してください。
【保険証は正しく使いましょう】
貸し借りは禁止 他人との貸し借りは厳禁です。
月に一度は提示を 顔見知りのお医者さんでも月に一度、

必ず保険証の提示を。
期限切れに注意 期限が切れたものは使えません。

更新手続きを。
紛 失 に 注 意 カード様式の保険証は小さいので、

紛失しないよう注意！

のの保保国国 ひひ ろろ ばば

■問い合わせ先 市役所市民課 ☎６７２－６１２０

親
子
で
学
ぶ

防
災
・
減
災
セ
ミ
ナ
ー

母
子
家
庭
等
特
別
相
談

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

ひ
ょ
う
ご
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

■問い合わせ先 市役所秘書広報課 ☎６７２－６１１３

まちづくりフォーラムを開催します
●開催日・会場 １１月１１日（月）和田山農業研修センター 、１２日（火）和田山
ジュピターホール、１４日（木）あさご・ささゆりホール、１９日（火）生野マイン
ホール、２１日（木）さんとう緑風ホール（各会場 午後７時３０分～９時１５分）
※詳細は、各戸に回覧（配布）する案内、市ホームページをご覧ください。
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男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
自
主
的
で
継
続
的
な
防

災
・
減
災
に
関
す
る
知
識

を
身
に
つ
け
る
た
め
、

「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
の

中
に
あ
る
防
災
・
減
災
」

を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時

月
１
日

、

１２

（日）

午
後
１
時

分
～
３
時

３０

▽
会
場

枚
田
岡
会
館

▽
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
兵

庫
県
防
災
士
会

▽
内
容

緊
急
時
に
「
自

分
や
子
ど
も
（
家
族
）

を
守
る
」
た
め
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
、
折

り
紙
や
新
聞
紙
に
よ
る

食
器
や
コ
ッ
プ
の
作
成
体

験
な
ど

▽
対
象

市
内
在
住
の
小

学
生
以
上
の
子
ど
も
と

保
護
者
、
防
災
・
減
災

に
関
心
の
あ
る
人
な
ど

（
大
人
の
み
の
参
加
も
可
）

※
一
時
保
育
の
相
談
に
も

応
じ
ま
す

▽
申
込
み
方
法

市
役
所

本
庁
・
各
支
所
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

月

日

ま
で
に

１１

２０

（水）

（
定
員

人
・
応
募
者

３０

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
人
権
推
進
課

☎
６
７
２－

６
１
２
２

１
９
８
０
年
代
、
イ
タ

リ
ア
は
世
界
で
初
め
て
精
神

病
院
を
閉
鎖
し
、
患
者
た

ち
が
社
会
で
暮
ら
せ
る
よ
う

な
地
域
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
実

話
を
基
に
、
重
く
な
り
が

ち
な
テ
ー
マ
を
、
愛
と
笑
い

に
溢
れ
た
と
び
っ
き
り
の
人

間
賛
歌
に
仕
立
て
た
作
品

で
す
。
イ
タ
リ
ア
で
異
例
の

大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
ま
し

た
！
（
日
本
語
吹
替
え
・

字
幕
つ
き
）

▽
日
時

月

日

、

１２

２２

（日）

午
後
１
時
開
演

▽
場
所

豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ
（
豊
岡
駅
前
ア
イ
テ
ィ

７
Ｆ
）

▽
入
場
料

大
人
５
０
０

円

障
害
者
・
高
校
生

以
下
無
料

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
社
会
福
祉
課

☎
６
７
２－

６
１
２
３

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
お
ず
き

☎
０
７
９
６－

２
９－

１
７
１
７

（
月
～
土
・
午
前
９
～
午
後
５
時
）

但
馬
長
寿
の
郷
は
「
第

回
ま
ご
こ
ろ
ク
ラ
ブ
ま
つ

１１り
」
を
開
催
し
ま
す
。
ご

家
族
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▽
日
時

月

日

、

１１

２３

（土）

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

▽
会
場

但
馬
長
寿
の
郷

（
養
父
市
八
鹿
町
国
木
）

▽
内
容

伝
統
芸
能
の
披

露
、
陶
芸
作
品
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
つ
き
た

て
餅
の
ふ
る
ま
い
、
歌
謡

シ
ョ
ー
、
各
種
体
験
教

室
ほ
か

▽
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
長
寿
の
郷

☎
６
６
２－

８
４
５
６

但
馬
ふ
る
さ
と
芸
術
文

化
振
興
事
業
実
行
委
員
会

は
、
但
馬
の
歴
史
や
遺
跡

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

月

日

、

１１

１０

（日）

午
後
１
時

分
～

３０

▽
会
場

但
馬
文
教
府

（
豊
岡
市
妙
楽
寺
）

▽
内
容

講
師
・
愛
媛
大
学
教
育

学
部

川
岡
勉
教
授

演
題
「
山
名
氏
の
但
馬

支
配
と
室
町
幕
府
」

▽
参
加
費

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
ふ
る
さ
と
芸
術
文
化

振
興
事
業
実
行
委
員
会

☎
０
７
９
６－

２
２－

４
４
０
７

（
但
馬
文
教
府
内
）

但
馬
文
教
府
は
、
創
立

周
年
を
記
念
し
、
豊
岡

５０市
出
身
の
ト
ッ
プ
キ
ル

ダ
ー
川
村
小
百
合
さ
ん
に

よ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
題
材
に

し
た
キ
ル
ト
展
を
開
催
し

ま
す
。

▽
会
期

月

日

～

１１

２８

（木）

月
２
日

、
午
前

１２

（月）

１０

時
～
午
後
５
時
（
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▽
会
場

但
馬
文
教
府

（
豊
岡
市
妙
楽
寺
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
立
但
馬
文
教
府

☎
０
７
９
６－

２
２－

４
４
０
７

兵
庫
県
最
低
賃
金
が
１０

月

日
か
ら
時
間
額
７
６

１９
１
円
（
改
正
前
は
７
４
９

円
）
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
は
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

詳
し
く
は
、
兵
庫
労
働

局
労
働
基
準
部
賃
金
課
ま

た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課

☎
０
７
８－

３
６
７－

９
１
５
４

一
般
競
争
入
札
に
よ
っ
て
、

次
の
土
地
を
売
却
し
ま
す
。

▽
売
り
払
い
物
件

・
所
在
地

生
野
町
竹
原

野
字
中
通
り
４
１
２
番

１
他
４
筆

・
地
目

雑
種
地
及
び
山
林

・
面
積

１
万
３
６
９
㎡

（
実
測
及
び
公
簿
面
積
に
よ
る
）

・
最
低
入
札
価
格

５
４
２
万
６
千
円

▽
申
込
受
付
期
間

月
１１

８
日

～

日

、
午

（金）

２７

（水）

前
８
時

分
～
午
後
５

３０

時
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▽
受
付
方
法

市
役
所
財

務
課
に
申
込
書
を
持
参

か
郵
送（
書
留
な
ど
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
受
付

期
間
内
に
到
着
し
た
も

の
に
限
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

h
ttp://w

w
w
.city
.asag
o.

h
y
o
g
o
.jp
/

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
財
務
課

緯
６
７
２－

６
１
１
８

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（１１月のテーマ）【月曜】女性に多い冷え性

兵
庫
県
最
低
賃
金

「
人
生
、
こ
こ
に
あ
り
！
」

映
画
上
映
会

但
馬
歴
史
講
演
会

税
１１月の税
国民健康保険税 ５期

納期 １２月２日（月）まで

１１月の税

但
馬
長
寿
の
郷

ま
ご
こ
ろ
ク
ラ
ブ
ま
つ
り

但
馬
文
教
府

メ
ッ
セ
ー
ジ
キ
ル
ト
展

市
有
地
の
売
却

売却物件

■問い合わせ先 和田山町観光協会（市役所観光交流課内）☎６７２－４００３

２０１４年竹田城跡カレンダー好評発売中！
市を代表する名跡「竹田城跡」のカレンダーを今年も制作しました。和田山写真クラブのみなさ
んの協力を得て、四季折 の々竹田城跡の姿を紹介しています。お早めにお買い求めください。
●価格 ８００円 ●サイズ Ａ２判７枚つづり
●販売場所 市役所観光交流課（市役所南庁舎）、市役所各庁舎窓口、市内道の駅など
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

市
は
、次
の
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
す
る
住
宅

（
注
）条
件
に
よ
っ
て
表
示

さ
れ
て
い
る
家
賃（
月
額
）

よ
り
も
高
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間

月
８
日

～

日

１１

（金）

２０

（水）

▽
入
居
申
込
資
格

・
市
町
村
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
人

・
現
に
同
居
し
、ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
人

・
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

・
そ
の
者
ま
た
は
現
に
同

居
親
族
が
、暴
力
団
に

よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
第

２
条
第
６
号
に
規
定
す

る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

・
所
得
要
件
が
条
例
に
規

定
す
る
範
囲
を
超
え
て

い
な
い
人

※
申
込
資
格
の
詳
細
な
ど

は
、市
役
所
都
市
開
発

課
に
確
認
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
都
市
開
発
課

☎
６
７
２－

６
１
２
７

公
立
豊
岡
病
院
組
合
は
、

平
成

年
度
採
用
の
職
員

２６

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
職
種

①
理
学
療
法
士
・
若
干
名

②
医
療
社
会
事
業
士
・
２
人

③
臨
床
心
理
士
・
１
人

▽
受
験
資
格

各
免
許
・
資
格
を
取
得

ま
た
は
来
春
ま
で
に
取

得
見
込（
②
に
つ
い
て
は

社
会
福
祉
士
資
格
）で
、

昭
和

年
４
月
２
日
以

５８

降
に
生
ま
れ
た
人

▽
試
験
日

月

日

１１

２４

（日）

▽
申
込
み

指
定
の
履
歴
書
に
記
入

し
必
要
書
類
を
添
え
持

参
ま
た
は
郵
送

▽
採
用
予
定
日

平
成

年
４
月
１
日

２６

▽
受
付
期
限

月

日

必
着

１１

１９

（火）

▽
問
い
合
わ
せ
先

公
立
豊
岡
病
院
組
合
統
轄
管
理

事
務
所
総
務
部
人
事
課

☎
０
７
９
６－

２
２－

６
１
１
１

h
ttp
://w
w
w
.to
y
o
o
k
a

h
p
-k
u
m
ia
i.o
r.jp
/

一
般
社
団
法
人
大
工
育

成
塾
で
は
、伝
統
構
法
を

活
か
し
た
木
造
住
宅
づ
く

り
を
担
う
大
工
技
能
者
を

育
成
す
る
た
め
、平
成
２６

年
度

大
工
育
成
塾
の
塾
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

大
工
育
成
塾
大
阪
塾

☎
０
６－

６
２
０
８－

６
０
３
０

h
ttp://w

w
w
.d
aiku
.or.jp

募

集

募

集

市
営
住
宅
入
居
者

③③②①

宮ノ下第２住宅粟 鹿 住 宅枚 田 住 宅猪野々団地（Ａ）住宅の
名称

山東町楽音寺山東町早田和田山町枚田生野町猪野々場所

３ＤＫ３ＤＫ３ＤＫ３ＤＫ間取り

２４，３００円～
３６，２００円

２１，９００円～
３２，６００円

２３，４００円～
３４，８００円

１９，９００円～
２９，６００円

家賃
（月額）

１戸１戸１戸１戸募集戸数

公
立
豊
岡
病
院
組
合
職
員

大
工
育
成
塾
塾
生
募

問い合わせ先 Palcodivoce（髙内）☎０９０－１９６７－５７９３ コーロ・ブリッランテ事務局 ☎０９０－７４９１－９９５２

クリスマスコンサート「髙内 子ソプラノリサイタル」
▽日 時 １２月２２日（日）午後２時開演 ▽会 場 和田山ジュピターホール
▽入場料 一般２千円、高校生以下１千円（全席自由・未就学児の入場はご遠慮ください）
▽内 容 ソプラノ髙内 子さん、ピアノ 矢崎真理さん
特別出演・女声コーラス「コーロ・ブリッランテ」、枚田小学校５・６年生有志



平平成２５年１１月平成２５年１１月号号17

各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 １１月１４日（木） 午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、和田山農業研修センター、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市役所人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 １１月１３日（水） 午後０時３０分～３時３０分
場 アートほほえみ相談室（２階）
問・予 市役所人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 １１月１８日（月） 午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、和田山老人福祉センター、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市役所市民課 ☎６７２－６１２０

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 １２月７日（土） 午後１時～４時
場 和田山ジュピターホール
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎６７６－３３６８

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは、若者未就業者の就労自立に向
けた相談に応じます。
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，２５０円）
時 １１月２８日（木） 午後１時～４時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 １２月２日（月） 午後１時～４時
場 市役所南庁舎会議室
問 市役所社会福祉課 ☎６７２－６１２３

【火曜】入院前にお口のケアをー周術期口腔機能管理ー【水曜】マイコプラズマ肺炎の話【木曜】胸やけ（逆流性食道炎）の話【金土日】ヘルペスってどんな病気？

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

戸塚刺しゅう展糸と針で描く春、夏、秋、冬 会期：１１月１３日（水）～２４日（日）
写真展「四季の野鳥にみせられて」会期：１１月２７日（水）～１２月１５日（日）

ヒメハナ公園ウツギの館

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

米村でんじろう おもしろサイエンスショー２０１３ 《全席指定》

公演日：１２月２１日（土）／開演：①午後１時 ②午後３時３０分

料金：大人２，５００円、中学生以下１,５００円（３歳未満ひざ上鑑賞無料）

前売券好評発売中

生野マインホール

県民芸術劇場「オペレッタの世界」《全席指定》

公演日：平成２６年２月１日（土）／開演：午後２時／料金：３，５００円

前売券 友の会：１１月３０日（土）一般：１２月６日（金）発売開始

☎６７９－４５００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

感謝状贈呈記念吉田利栄写真展「竹田城の四季」
会期：１１月２日（土）～１２月８日（日）

全国こども絵画選抜展優秀作品展
会期：１１月９日（土）～１２月８日（日）

入館料大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

市民活動個別相談会（無料・予約制）
市民活動、ＮＰＯやコミュニティビジネスに関する相談に応じます
日時 １１月２０日（水）毎月第３水曜日①午後１時３０分②２時４５分③４時
会場 和田山公民館 問い合わせ先 生きがいしごとサポートセンター播磨西☎０７９－２２４－８９００

出張年金相談 豊岡年金事務所職員が相談にあたります。
※基礎年金番号が分かるもの、運転免許証などの身分証明書をお持ちください
日時 １２月４日（水）午前１０時～午後４時
会場 山東支所２階 問い合わせ先 市役所市民課 ☎６７２－６１２０
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暮らしのお知らせ

広
報
朝
来

月
号
で
お
知
ら
せ

１０

し
ま
し
た
朝
来
市
役
所
新
庁
舎
建

設
に
伴
う
、
事
務
所
移
転
に
つ
い

て
、
事
務
所
移
転
後
の
本
庁
舎
等

の
配
置
部
署
や
閉
庁
時
の
受
付
業

務
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
本
庁
舎
等
の
配
置
部
署

今
年

月

日
以
降
の
配
置
は
次

１１

２５

の
と
お
り
で
す
。

〇
建
物
の
位
置
関
係

〇
本
庁
舎
の
配
置
部
署

〇
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
配
置
部
署

■
閉
庁
時
の
受
付
窓
口
に
つ
い
て

閉
庁
時
の
受
付
窓
口
（
日
直
業
務
）

は
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
１
階
で
行

い
ま
す
。

朝
来
市
役
所

新
庁
舎
建
設
に
伴
う

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
財
務
課

☎
６
７
２
―
６
１
１
８

陰

右

韻

宇

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

宇部ビエンナーレで入賞
藤本イサムさんの作品「石の華」

５０年の歴史を誇る国内

最高峰の野外彫刻展「第２５

回宇部ビエンナーレ」で、彫

刻家 藤本イサムさんの作

品「石の華」が３席にあたる

毎日新聞社賞を受賞しまし

た。作品は１１月２４日まで山

口県宇部市ときわ公園で展

示されています。

藤本イサムさん

（筒江区）
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今年も狩猟のシーズンです

●入山者の皆さんは、黄色など明るい色の目立つ服装を

心がけてください。迷彩服は厳禁です。

●狩猟者の皆さんは、

ルールを守り狩猟事故ゼロをめざしましょう！！

今シーズンも１１月１５日から翌年２月１５日までの期間、

狩猟が解禁されます。（※ニホンジカとイノシシは、兵庫県全

域で３月１５日まで猟期が延長されています。）

◆入山者（ハイカー）の皆さんへ

①山の中へ入るときは、黄色など明るい色の目立つ服装を

心がけてください。白色タオルはシカと間違えられやすい

ので、使用を控えてください。

②土曜日・日曜日・祝日は、狩猟者が集中しますので、特に

注意してください。

③「わな」は非常に危険ですので、設置の看板（標識）があ

る場所へは近づかないでください。

④ニホンジカとイノシシについては、県内全域で３月１５日ま

で猟期が延長されていますので、入山の際は十分注意し

てください。

１１月１５日から 翌年２月１５日まで
※ただしニホンジカとイノシシは、兵庫県全域で３月１５日まで

■問い合わせ先
県農政環境部環境創造局自然環境課
☎０７８－３４１－７７１１（県庁代表）
市役所農業振興課 ☎６７２－２７７４

１１月は児童虐待防止推進月間です
～さしのべたその手がこどもの命綱～
（平成２５年度厚生労働省児童虐待防止推進月間」標語）

全国各地で子どもの生命が奪われるなどの重大な事件

が後を絶たない状況において、児童虐待問題は社会全体

で解決すべき重大な課題です。そこで１１月の「児童虐待

防止推進月間」を中心に虐待の未然防止や早期発見を目

的に子どもを虐待から守るメッセージリボンであるオレンジ

リボン運動による広報啓発活動を市内で実施します。

※オレンジリボン運動のねらい

子ども虐待防止のシンボルマークとしてオレンジリボンを

広めることで、子ども虐待をなくすことを呼びかける市民運

動です。オレンジリボン運動を通じて多くの皆さんに子ども虐

待の問題に関心を持っていただき、市民のネットワークによっ

て、虐待のない社会を築くことを目ざしています。

■問い合わせ先

市役所社会福祉課 ☎６７２－６１２３

※子どもたちを虐待から守るには

虐待から子どもたちを守るためにはどうしたらいいでしょう

か？ポイントは次の５つです。

①「おかしい」と感じたら迷わず連絡

相談窓口＆関係機関に通告

②「しつけのつもり」は言い訳

子どもの立場で判断して！

③ひとりで抱え込まない

あなたにできることから実行しましょう

④親の立場よりも子どもの立場

子どもの命が最優先

⑤虐待はあなたの周りでも起こりうる

虐待は極めて身近なことです

「朝ごはん」食育標語
市教育委員会は、市内小・中学校生に食育への関心をさらに高めてもらうため、『朝ごはん』に関する食育標語を募集し

ました。１，２８０点の応募作品のなかから、厳正な審査によって５点が入選しました。

【最優秀賞 １点】 朝食に 隠した言葉は「がんばって」 （梁瀬中学校３年 山本涼太さん）

【優 秀 賞 ４点】 今日のスタート朝ごはん やる気・元気の出発点 （生野小学校５年 地本泰庸さん）

いただきます 元気にスタート 朝ご飯 （梁瀬中学校３年 池田芽依さん）

朝ご飯 食べて育てる 心と体 （生野中学校３年 足立琢真さん）

元気の源、朝ご飯 きました、きました、エネルギー。（糸井小学校１年 西岡穂乃花さん）

次代を担っていく子どもたちの健やかな成長を願い、暴力を許さない社会づくりにむけ、ご協力をよろしくお願いします。

朝来市児童相談専用ダイヤル（無料）を新設しました

児童相談専用の直通電話で、専属職員が対応します。匿名でも相談は可能ですのでお気軽にご相談ください。

児童相談専用ダイヤル ０１２０－２１－０２９４
ふ く し

■問い合わせ先
市教育委員会学校教育課和田山学校給食センター ☎６７２－２８０１
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健康コーナー

◎日 時 １２月１日（日）午後０時３０分～午後３時

◎会 場 あさご・ささゆりホール

◎講演会 午後１時３０分～午後３時

演題 「朝来には朝来の地域医療の形がある

－ひとまかせでは、医者は集まらない－」

講師 自治医科大学地域医療学センター

助教 阿江竜介医師（前浜坂病院医師）

◎催しコーナー 午後０時３０分～午後２時

血管推定年齢測定、まちの保健室、献血推進展示

【問い合わせ先】市役所地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

◎実 施 日 １１月２６日（火）

◎受付時間 ①午前１０時～１１時 ②午後１時３０分～３時

◎実施場所 和田山保健センター

◎対 象

①和暦で奇数年生まれの２０歳以上の女性（２年に１回）

②子宮頸がん検診無料クーポン券をお持ちの人

◎受診費用 １,５００円（子宮頸がん検診無料クーポン券をお持ちの人は無料）

【申込み・問い合わせ先】

市役所地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

ストレスの多い時代です。だれもがささいなことで、ここ

ろの不調やトラブルを起こすことがあります。

「気分が沈む」「眠れない」「こもりがちである」などこころ

の相談に専門医が応じます。また心理士によるカウンセリ

ングも行います。

相談は無料で、秘密は厳守されますのでお気軽にご相

談ください。なお事前に電話などで予約をお願いします。

※日程は１２月までの予定です。今後の予定は広報等に順次掲載します。

【相談の申込み・問い合わせ先】

市役所地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

※本人確認できるもの（免許証、保険証など）・献血カード（お持ちの人）をご持参ください。

【問い合わせ先】市役所地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

献血にご協力ください

【１１月の献血予定】
受付時間会 場日 程

午前１０時～１１時１５分

午後０時３０分～３時
和田山保健センター

１１月１５日

（金）

朝来市の地域医療を考える講演会

～わたしたちのまちの医療を守り育てよう～

健康あさご２１

子宮がん検診を受けましょう!!

ひとりで悩まずにご相談ください

こころのケア相談

相談員会 場開催日

医 師朝来公民館１１月１４日（木）

心理士和田山保健センター１２月 ２日（月）

医 師生野保健センター１２月１２日（木）

市では特定不妊治療（体外受精・顕微授精）を受ける夫婦の

経済的負担を軽減するため、特定不妊治療に要する費用の一

部を助成しています。

【助成対象者】

①朝来市に住所を有する法律上の婚姻をしている夫婦

②兵庫県の助成の決定を受け、

かつ兵庫県以外からの助成を受けていない人

【助成内容】 特定不妊治療（体外受精・顕微授精）に要した医

療費から、兵庫県特定不妊治療費助成事業実施要綱に基づく

助成額(１回１５万円、一部の治療費は７万５千円が上限)を

除いた額について、１回あたり１０万円を上限に助成します。

（通算５年、年３回まで）

【申請期間】 兵庫県の助成決定を受けた日から２か月以内

【申込み・問い合わせ先】

市役所地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

《兵庫県の妊娠総合相談》

不妊の悩みから治療の方法や内容、習慣性流産・不育

症・男性不妊など不妊に関する相談を実施しています。

【電話相談】

相談日時 毎月第１・３土曜日 午前１０時～午後４時

相談員・助産師（不妊看護認定看護師資格取得者）

専用電話番号 ☎０７８－３６０－１３８８

【面接相談】

相談日時 毎月第２土曜日 午後２時～５時（完全予約制）

相談員・助産師（不妊看護認定看護師資格取得者）

相談日時 毎月第４水曜日 午後２時～５時（完全予約制）

相談員・産婦人科医師・泌尿器科医師

予約専用電話 ☎０７８－３６２－３２５０（３日前までに要予約）

会場 兵庫県立男女共同参画センター（神戸市中央区東川崎町）

【問い合わせ先】

兵庫県健康福祉部健康局健康増進課 ☎０７８－３６２－３２５０

特定不妊治療費助成事業

場 所内 容
曜
日

日月

山東老人福祉センター
生野保健センター

離乳食教室
脳元気度チェック（予約制）

水２０

月
１１ 和田山保健センター８か月児健診木２１

和田山保健センター子宮がん検診火２６

和田山保健センター３か月児健診木２８

あさご・ささゆりホール朝来市の地域医療を考える講演会日１

月
１２

和田山保健センター
こころのケア相談
（カウンセリング・予約制）
月２

和田山保健センター１歳６か月児健診木５

和田山保健センター３歳児健診金６

和田山保健センター脳元気度チェック（予約制）水１１

和田山保健センター
生野保健センター

８か月児健診
こころのケア相談（予約制）

木１２

幼児等対象の健診についてはいずれも該当児には個別通知します。

１１１１１／／１６～１２１６～１２／／１５１５
健健健康康カレカレンンダーダー



平平成２５年１１月平成２５年１１月号号21

◎あさご健康・医療電話相談ダイヤル２４ ☎０１２０－１３５－９９０（フリーダイヤル）２４時間年中無休／通話料・相談料無料

健康コーナー
■問い合わせ先
市役所地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

１１月１日から、小児の肺炎球菌感染症にかかる定期の予

防接種に使用するワクチンが沈降７価肺炎球菌結合型ワク

チンから沈降１３価肺炎球菌結合型ワクチンに変更になり

ました。

Ｑ．小児の肺炎球菌感染症とはどんな病気ですか？

Ａ．肺炎球菌感染症とは、肺炎球菌という細菌によって引

き起こされる病気です。この菌は、集団生活が始まるとほ

とんどの子どもが持っているといわれるもので、主に気道

の分泌物によって感染をおこします。これらの菌が何らか

のきっかけで進展することで、肺炎や中耳炎、髄膜炎など

の重い合併症を起こすことがあります。特に、髄膜炎をき

たした場合には死亡や後遺症をきたすおそれがあります。

小さい子どもほど発症しやすく、特に０歳児でのリス

クが高いとされています。

Ｑ．「プレベナー（沈降７価肺炎球菌結合型ワクチン）」と

「プレベナー１３（沈降１３価肺炎球菌結合型ワクチン）」と

は何が違うのですか？

Ａ．「プレベナー」には７種類の肺炎球菌の成分が含まれて

います。１１月１日から使用される「プレベナー１３」には、

新たに６種類が追加され、計１３種類の肺炎球菌の成分が含

まれています。

「プレベナー」に含まれる７種類が肺炎球菌による重篤な

感染症の約３７％を、「プレベナー１３」に含まれる６種類が

約３０％を引き起こしていると考えられ、ワクチンを変更す

ることで、これら６種類に対する更なる予防効果が期待で

きるようになると考えられています。

Ｑ．「プレベナー１３」の接種はどのようなスケジュールで実

施しますか？

Ａ．従来の「プレベナー」と同様のスケジュールで実施し

ます。途中まで「プレベナー」を接種している場合は、残

りの接種回数をスケジュールどおり「プレベナー１３」で実

施します。

Ｑ．定期接種で定められた回数の「プレベナー（７価

ワクチン）」を全て接種済みですが、さらに「プレベナー

１３」を接種することは可能ですか？

Ａ．希望者が任意で接種することは可能ですが、定期

接種とはなりません。

【問い合わせ先】市役所地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

ＳＩＤＳ（SuddenInfantDeathSyndrome）

＝乳幼児突然死症候群とは

それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息ではな

く眠っている間に突然死亡してしまう病気ですが、原

因はまだわかっていません。

生後２か月から６か月に多く、まれに１歳以上でも

発症することがあります。日ごろから、赤ちゃんを守

る生活に心がけましょう。

ＳＩＤＳから赤ちゃんを守るための３つのポイント

次の３つのポイントを守ることで、発症の可能性を

小さくできることがこれまでの研究で明らかになって

います。

①うつぶせ寝は避ける

うつぶせ寝は、あおむけ寝の場合

に比べてＳＩＤＳの発症率が高いと

いうことがわかっています。医学上

の理由で必要なとき以外は、赤ちゃ

んの顔が見える『あおむけ』に寝か

せるようにしましょう。

また、赤ちゃんをなるべく一人にしないことや、寝

かせ方に配慮することは、窒息や誤飲、けがなどの事

故を未然に防ぐことになります。

②たばこはやめる

たばこは、ＳＩＤＳ発生の大きな危険

因子です。両親が喫煙する場合、両親が

喫煙しない場合の約４.７倍もＳＩＤＳの

発症率が高いという報告があります。

妊婦自身の喫煙はもちろん、妊婦や赤

ちゃんのそばでの喫煙もよくありません。これには身

近な人の理解と協力が必要です。

③できるだけ母乳で育てる

母乳で育てられている赤ちゃんは、人

口乳（粉ミルク）の赤ちゃんと比べてＳ

ＩＤＳの発症率が低いといわれていま

す。人工乳がＳＩＤＳを引き起こすわ

けではありませんが、できるだけ母乳で

育てるようにしましょう。

【問い合わせ先】市役所地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

標準的な接種スケジュール
５歳４歳３歳２歳１歳９か月６か月３か月出生年齢

ワクチン接種
↓↓↓ ↓

小児用肺炎球菌ワクチン接種に
使用するワクチンが

７価から１３価に変更になります

－健康あさご２１の推進－

ＳＩＤＳから赤ちゃんを守りましょう
１１月はSIDS(乳幼児突然死症候群)対策強化月間です

これらはいずれもSIDSの直接の原因ではありません。

これらを参考に日ごろの子育てを再確認していただき、

おおらかな気持ちで子育てをしましょう。
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◆開票立会人を定めるくじ

開票作業に立会い、疑問票の有効・無効などについて意見を述べる開票立会人は、原則として候補者からの

届出によってその職につくことができます。しかしながら、開票立会人の人数には制限があり、１つの選挙に

つき１０人以内とされています。候補者から届出のあった開票立会人が１０人を超えるときには、選挙管理委員

会がくじ引きによって１０人の立会人を選出します。

◆当選人を定めるくじ

当選人は得票数の多い候補者が選ばれるはず。当選人をくじ引きで決めるなんて…と思われるかもしれま

せん。たしかに、衆議院と参議院の比例代表選挙以外の選挙においては、得票数の多い候補者から順次当選人

となるのが大原則です。ただし、当選人となるべき候補者の得票数が同数であった場合は、選挙長がくじ引き

によって当選人を決定します。

■問い合わせ先 市役所総務課 ☎６７２－６１１５

あ選 挙 ⑪くじ引きの話（その２）れ こ れ

何事も公平に行われなければならない選挙制度。この選挙制度の世界では、候補者を公平に

扱うため、しばしば「くじ引き」が行われます。今回は前回に引き続き、選挙にまつわるくじ引

きについてご紹介します。

地域包括支援センターの

■問い合わせ先 市役所地域包括支援センター ☎６７２－６１２５

窓
「高齢者の見守り」のネットワークについて
市内では、高齢化、核家族化に伴って、一人暮らし、高齢者のみの世帯が増加しています。

高齢者をはじめとした地域住民が、住み慣れた場所で安心して在宅生活を続けるため、地域包括支援セン

ターでは、住民のみなさんや警察、消防、医療機関、金融機関、配達業者、福祉サービス事業

者などと協力して普段の生活・仕事のなかで地域の高齢者を見守りながら、問題や異変を

早期に発見、支えあう仕組みを形成するネットワークづくりを進めています。

日常生活や仕事のなかで「気づきの目」を増やし、何か気がかりなことを感じましたら

「地域包括支援センター」にご連絡くださるようお願いします。

１２月４日から１０日は「人権週間」です
「世界人権宣言」は、基本的人権および自由を尊重し確

保するために、世界のすべての人々とすべての国々とが達

成すべき共通の基準として、昭和２３年（１９４８年）１２月１０

日の第３回国際連合総会で採択され、今年で採択６５周

年を迎えます。

国際連合は、世界人権宣言採択を記念して、採択日の

１２月１０日を「人権デー（HumanRightsDay）」と定め、加盟

国に対し、人権擁護活動を推進するための各種行事を実

施するよう要請しています。

■問い合わせ先

市役所人権推進課 ☎６７２－６１２２

法務省と全国人権擁護委員連合会は、関係機関などの

協力を得て、「人権デー」を最終日とする１週間を「人権週

間」と定め、世界人権宣言の意義を訴えるとともに人権尊

重思想の普及高揚に努めています。今年も、１２月４日から

１０日までの１週間を「第６５回人権週間」として、各種啓発

活動を実施します。

市民の皆さんもこの機会に、社会や職場、家庭などでお

互いの人権を尊重し合っているかどうか見つめ直してみて

はいかがでしょうか。

平成25年度啓発活動重点目標

みんなで築こう人権の世紀

～考えよう相手の気持ち育てよう思いやりの心～

○女性の人権を守ろう

○子どもの人権を守ろう

○高齢者を大切にする心を育てよう

○障害のある人の自立と社会参加を進めよう

○同和問題に関する偏見や差別をなくそう

○アイヌの人 に々関する理解を深めよう

○外国人の人権を尊重しよう

○ＨＩＶ感染者や

ハンセン病患者等に対する偏見をなくそう

○刑を終えて出所した人に対する

偏見をなくそう

○犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

○インターネットを悪用した人権侵害をなくそう

○北朝鮮当局による人権侵害問題に対する

認識を深めよう

○ホームレスに対する偏見をなくそう

○性的指向を理由とする差別をなくそう

○性同一性障害を理由とする差別をなくそう

○人身取引をなくそう

○東日本大震災に起因する

人権問題に取り組もう
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「病気が治る」「たたりをはらう」と病気や悩みにつけ込んだり、「運が良くなる」「お金が儲かる」と幸運を求める気持ちを利用して、

印鑑や数珠など高額な開運グッズを買わせたり、祈祷料を請求したりする開運商法の被害が後を絶ちません。

つ

新聞の折り込み広告を見て近所の公民館で行わ

れる易断に出掛けたところ、「水子の霊がたたっ

ており、このままでは家が絶える。特別な祈祷を

する」と言われ、祈祷料１００万円を請求された。翌

日、担当者の指示で宅配便で現金を送った。本当

に祈祷してくれているのか不審。（７０歳代、女性）

平平成２５年１１月平成２５年１１月号号23

雑誌広告を見て、「結婚運が上昇する」というブレスレットを１万円で

購入。「使用法を指導するので必ず連絡するように」とのことだったの

で、販売会社に連絡すると、「祈祷師」と名乗る人から「更によい運を

引き寄せるため」と５０万円の水晶を勧められた。支払えないというと

１０万円に値引きされたので、振り込んでしまった。半年たつが何の変

化もなく、販売会社とも連絡が取れなくなった。 （４０歳代、女性）

■相談窓口 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市役所市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

集

記後

編

私自身が初めて台風を経験したのは、以前、来日した際に奈良に住

んでいたときですが、今回、朝来市にやってきて、わずかの間で、いろい

ろと台風についての経験をしました。

フランスでは、時々すごく雨が降ることがありますけど、強い風が吹く

ことはほとんどありませんでした。だから、台風がくることを知ったとき

はドキドキしました。

日本では台風がくると、学校や幼稚園がキャンセルされて（休校・休

園して）、みんな家に帰ります。すごくびっくりしました。

台風がやってきたとき、少し家の外に出てみま

したが、３歩前進して、強い風が吹いて、２秒で傘

が壊れて、歩くのは難しくなりました。怖くてすぐ

に家に入りました。これほど、強い風に遭遇したの

は生まれて初めてでした。

また、台風がやってきたときに、ちょうど飛行機

で出かける予定があったために、飛行機便の欠航

にもあうなど、フランスではできない体験を多くしました。

次からは台風がくるときは、出かけずに家にずっといることにしようと

思いました。

（秘書広報課国際交流員 ヴァンデンドリッシュー・ポリーヌ）
※子ども＝15歳以下 高齢者＝65歳以上
※累計は平成２５年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

８空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

３忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

０事 務 所 あ ら し３１車 上 ね ら い

１出 店 あ ら し５自動販売機ねらい

６詐 欺

そ
の
他

１０部 品 ね ら い

９傷 害３７器 物 損 壊

１暴 行４自 動 車 盗

２１万 引 き１オートバイ盗

（９月末累計）１７自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

０その他

１合計

２０累計

２６交通事故

救
急

１８一般負傷

６９急病

１２その他

１２５合計

１１１９累計

（９月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

９９２０人身事故

００子ども

死
者

２１高齢者

１１その他

３２合計

１９１子ども

傷
者

１３０高齢者

１１１２４その他

１４３２５合計

８４３７９物損事故

（９月中）

vol.２ 台風の経験

最近では、金融機関のチェックを逃れるため現金を宅配便で送らせるなど手口が巧妙化しています。また、「放っておくと不幸になる」などと脅迫

的な言葉で契約を急がせたり、「だれかに話すと効果がなくなる」などと第三者に相談する余裕を与えません。電話勧誘など不意打ち的な契約では

契約後8日以内の場合、クーリングオフが可能です。また勧誘の仕方に問題があれば契約の取消を主張することができます。ただし、このような業者

はクーリングオフや交渉に応じないことが多く、一旦支払ってしまったお金を取り戻すことは困難です。高額なお金を払うことで願いが叶うものではな

いことを理解してください。また、病気を治すために、これらに頼ってしまうと適切な時期に必要な治療を受ける機会を逃すこともあり大変危険です。
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新あさご百景
第24回 加都の田園

竹田小学校行進歌に「加都千石の 野をひかえ～」

と歌われた和田山町加都の田園。

和田山ＩＣ／ＪＣＴによって、その広がりを減じたも

のの、今でものびやかな田園風景を見ることができます。

春・秋には水路沿いの桜が風景に趣を添えます。

皆さんからの投稿を募集しています。身近にある
風景などを応募ください。 問い合わせ先 市役所都市開発課 ☎６７２－６１２７

人いきいき
市内で活躍する元気な人、

グループを紹介

こ ん な こ と あ ͬ た で ー市 民 投 稿

「第４回和づくりグラウンドゴルフ大会」を開催

和田山地区地域自治協議会

９月２９日、和田山スポーツ公園で、「第４回和づくりグラ

ウンドゴルフ大会」を開催しました。

この大会は、グラウンドゴルフを通じて、地域の皆さんの

“和”をはかろうと、和田山地区地域自治協議会の和づくり・

出合い部会の主催で行なっているものです。

当日は、和田山地区の１５区の皆さんをはじめおよそ１００人

が参加、多次朝来市長の始球式に続き、和気あいあいの雰囲

気のなか、全１６ホールで競技を行い、立ノ原区が優勝、２位

には枚田区、３位は柳原区の結果となりました。

（ ）
９月２８日、さまざまな活動に積極的に取り組んでいる青少年を表彰する、兵庫県「若人

の賞」の平成２５年度受賞者への表彰式が行われ、山東地域で「ふるさと探検隊」などの活

動に取り組む砂原圭介さんが受賞しました。

砂原さんは、山東町越田区の出身。５年前から山東公民館の公民館講座「ふるさと探検

隊」にボランティアスタッフとして加入、小学生向けのふるさと教育プログラムリーダーと

して計画から指導まで幅広く携わっています。

現在は豊岡市在住ですが、与布土地域自治協議会に所

属し「カエルの郷部会」で生物調査や観察会を実施するほ

か、「山東の自然に親しむ会」での自然観察会や、山東文化

祭での水生生物の生態展示を１０回にわたって行うなどの

活動を続けています。

「受賞の知らせを聞いたときは、なぜ自分がとびっくりし

ました。ともに活動する多くの皆さんとともに受賞させて

いただいたと感じています。」「生まれ育ったふるさとに当

たり前のようにあった自然豊かな環境を守っていくととも

に、子どもたちに伝えていきたいですね。」と話します。

砂原圭介さん 「ふるさと探検隊」で活動する
砂原さん

砂原 圭介 さん

「若人の賞」を受賞


